
東武タワースカイツリー株式会社

東武タワースカイツリーが運営する東京スカイツリーは、２０２３年９月１日（金）の防災の日に合わせ、

落ち着いた白色でシンプルなデザインの特別ライティング「白色のライティング」を点灯します。

今年の９月１日は、関東大震災発生から１００年という節目の年になります。関東大震災で大きな被害を受けた

墨田区にある東京スカイツリータウン®では、災害に強く、安全で安心して過ごすことができる施設を目指して様々

な防災機能が備わっております。タウンの中心に位置する東京スカイツリーのライティングが、多くの方々に防災

意識を高めてもらえるきっかけになることを願い、点灯します。

詳細は下記のとおりです。

記

２０２３年８月２４日

【一般の方のお問い合わせ】

東京スカイツリーコールセンター TEL ０５７０－５５－０６３４（１１：００～１８：００）

２０２３年９月１日は関東大震災から１００年

東京スカイツリー®は９月１日「防災の日」に

特別ライティングを点灯します
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※掲載内容は変更となる場合があります。

△白色のライティング

１ 点 灯 日

２ 点灯時間 １８：００ ～ ２４：００

２０２３年９月１日（金）



東京スカイツリータウン®の防災機能について

＜参 考＞
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（１）スカイツリーの設計について

・耐風設計では再現期間（毎年独立で一定の発生確率を
もつ事象の平均的な再来期間）２０００年の強風（地上
６３４ｍの平均風速８３ｍ／ｓ、最大瞬間風速約１１０
ｍ／ｓ）でも倒壊・崩壊しない性能を確保しています。

・耐震設計では建築基準法の想定枠を超える直下型地震
（敷地直下に震源を想定）でも倒壊・崩壊しない性能を
確保しています。

１．電波塔機能を維持するために

東京スカイツリー®は関東圏の放送事業を担う電波塔であり、地震や台風等が生じたとき、そこ

から送信される情報は被災地の命綱となります。そこで、日本国内の超高層ビルの設計で想定して

いる地震や台風等が来てもほぼ無損傷で耐えて放送が継続できる性能を基本としており、一般の

超高層ビルに義務づけられる耐震・耐風設計を上回る性能を確保しています。

▽H = 375m

▽=125m

固定域：心柱と鉄骨造塔体は
 鋼材により固定

可動域：心柱と鉄骨造塔体の間は
オイルダンパーで接続

心
柱

（２）連続地中摩擦壁杭

東京スカイツリーの３本の脚の下には、地下５０ｍに
達する壁状の杭が花弁状に配置してあります。これは、
杭の表面積を大きくすることで地盤との摩擦を増やし、
硬い地盤を掴むことで地震や強風時の揺れにより基礎が
引き抜けないようにしています。また地震や強風の力で
基礎が水平に歪まないよう、頂点を結ぶように板状の杭を
配置してあります。

（３）高強度鋼管・トラス構造

東京スカイツリーの部材は、最も強い部分では通常の構造物で用いる鋼材の約２倍のもの（高
強度鋼管）を使用しています。また、塔体の構造は、主材・水平材・斜材からなる部材を三角形状
に接合していった「トラス構造」をしています。
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連続地中壁杭
（鉄筋コンクリート造）
ＧＬ-３５ｍ

連続地中摩擦壁杭（花弁状）
（鉄骨鉄筋コンクリート造）
ＧＬ-５０ｍ

提供：日建設計

提供：日建設計
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（４）心柱制振

東京スカイツリー®の中央部には心柱（しんばしら）と
呼ばれる鉄筋コンクリート造の円筒があります。心柱と
鉄骨造のタワーは構造的に分離しており、心柱と塔体の
揺れの周期の違いによってタワー全体の揺れが相殺される
制振システムです。
この心柱により、地震の際のタワーの揺れを最大５０％

低減することができ、強風時は約３０％低減することが
できます。

２．災害が起きたときのために
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（１）東京スカイツリー展望台の防災備蓄品倉庫

東京スカイツリー展望台の備蓄倉庫には、地震などで
エレベーターが止まってしまった際に、障がいのある方や
高齢の方など、何かしらの理由で避難階段での避難が困難
な方々が、展望台にて待機することを想定して、食糧や水、
毛布、救急箱、懐中電灯などを備蓄しています。
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（２）墨田区高所防災カメラ

地上２６０ｍに防災カメラを２台設置。区内の
ほぼ全域を見渡すことができ、映像は区役所内等
に送られます。

（３）墨田区危機管理ベース・防災備蓄倉庫

墨田区では、タウン内に災害対策活動
スペースを設置しているほか、備蓄倉庫を設置
し、帰宅困難者用の食糧や水、毛布、仮設
トイレなどを蓄えています。

提供：墨田区

提供：墨田区

提供：墨田区
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（１）雨水抑制槽

東京スカイツリータウンの地下には、約６０個の雨水
貯水槽が設けられ、容量は合計２,６３５ｔです。その
うち１,８３５ｔは雨水抑制槽として集中豪雨等の際に、
一時的に雨水を溜め、周辺への流出調整の役割をして
います。

※残りの８００ｔは雨水貯留槽として植栽への散水等に
使用

３．水害時の被害軽減のために
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（２）防潮板

水害の際に、建物内への浸水を防止するための防潮板
（目張り）を、東京スカイツリータウン１階に４１か所
設置しています。
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以 上

（４）熱供給システムの大容量水蓄熱槽の保有水（約７,０００ｔ）を生活用水、消防用水として提供

東京スカイツリータウン®をはじめ、その周辺地域では、熱供給システム（DHC）を導入しています。
熱供給システムは、１か所または複数のプラントで冷水・温水等を作り、地域導管を通して一定地域
内の冷暖房等を行うシステムです。

東京スカイツリータウンの地下にあるプラントには、冷水、温水を蓄える保有水量約７,０００ｔの
大容量水蓄熱槽があり、大規模災害時には保有水を生活用水や消防用水として提供します。

提供：東武エネルギーマネジメント 提供：東武エネルギーマネジメント
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